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研究成果の概要（和文）：本研究では、幼老統合ケア施設「文京ひかりの里」において、世代間交流プログラムを実施
し、その評価について高齢者、園児、施設職員を対象に質・量的調査を行い、「幼老統合ケア型世代間交流プログラム
」を検討することを目的とした。その結果、施設における世代間交流プログラムの有用性として、認知症症状の緩和、
スタッフの認知症理解、園児の社会的発達などが示唆された。さらに、入居者の認知症症状および園児の年齢に応じた
職員のコーディネーター役割を含めたプログラムが提案された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to evaluate the intergenerational programs at a Child
-Senior Integrated Institution for institutional elderly, preschool children and staff.These results revea
led effects of the program such as care of dementia, staff's understanging of elderly people with dementia
 and social development of preschool children. Furthemore, we suggested new programs in which the staff ta
ke the role of coordinator according to  the developmental stage of children and the condition of dementia
.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
少子高齢化の進展を背景に家族間および
地域内のつながりが希薄化している現代社
会において、高齢者と子どもをめぐる社会問
題は後をたたない。核家族化の進展により、
高齢者の社会的孤立が問題となっており、さ
らに認知症高齢者数の増加にともない、地域
全体のサポート体制づくりが急務になって
いる。また、経済的な社会格差の広がりは、
子どもの教育格差を生み出しており、この格
差を解消する取り組みは遅々として進展し
ていない。 
こうした事態の中で、高齢者福祉施策と子
育て支援策を統合させた「幼老統合ケア」に
注目が集まっている(北村, 2005)。その一方
で、高齢者福祉施策と子育て支援策の縦割り
システムの弊害から、「幼老統合ケア」が普
及していない実態も報告されており、「幼老
統合ケア施設」における世代間交流の効果を
検証することが喫緊の課題となっている(多
湖, 2009)。「世代間交流」とは、「異世代の
人々が相互に協力し合って働き、助け合うこ
と、高齢者が習得した知恵や英知、ものの考
え方や解釈を若い世代に言い伝えること」と
定義されており、高齢者と子どもの相乗効果
を前提に構築されたプログラムを「世代間交
流プログラム」と称されている (Newman, 
1997)。これまで「幼老統合ケア施設」にお
ける世代間交流プログラムの相乗効果はほ
とんど検証されておらず、検証されていたと
してもインタビュー調査や観察調査による
事例調査のみが行われてきた(立松, 2008 ; 
中井, 2009)。「幼老統合ケア施設」を評価す
るにあたり、施設統合による経済的評価に併
せて、入所から世代間交流の実施に至るまで
のプロセスに応じた心理社会的評価を行う
ことが求められる。 
 
２．研究の目的 
幼老統合ケア施設「文京ひかりの里」にお
いて、世代間交流プログラムを実施し、その
評価について高齢者、乳幼児・児童、施設職
員を対象に質・量的調査を行い、「幼老統合
ケア型世代間交流プログラム」を検討するこ
とを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 (1) 「文京ひかりの里」における世代間交
流効果の検証 
研究対象：2013 年 6月までに「文京ひかりの
里」入所した高齢者 20 名(女性 13 名、男性 7
名)、および施設職員 18 名を対象とした。調
査時期：「文京ひかりの里」が開所された 5
月から翌年の 3月にかけて、3回の調査(ベー
スライン・追跡 1・追跡 2)を実施した。 
評価項目： 
① 施設高齢者対象調査 

認知症症状について、DBD スケール
（Dementia behavior Disturbance Scale）、 
NPI(Neuropsychiatric Inventory)を用いて
施設職員による評価を行った。 
認知機能に関して、MMSE（Mini-Mental 
State Examination）、HDS-R(改訂長谷川式簡
易知能評価スケール)により測定をした。 
園児との交流は、施設高齢者の表情による
心理評価スケール(PAFED)を用いて研究員が
交流場面の観察をして評定を行った。 
② 施設職員対象調査 
 介護負担尺度得点(J_ZBI_8)、認知症の人に
対する態度得点(肯定的な態度/否定的な態
度)、高齢者イメージ得点(SD法)を使用した。 
 
(2) 「幼老統合ケア型世代間交流プログラム」
の質的評価  
調査方法 
保育士により日常の「施設高齢者と園児と
の交流」について記録された「交流日誌」の
内容分析を行った。具体的に、施設高齢者と
園児との交流について、心理学を専門とする
研究者同士の議論によりカテゴリー化をし
た上で、各事例における保育士のコーディネ
ーター機能について検討を行った。 
さらに、「文京ひかりの里」の職員および
施設高齢者を対象に、ヒアリング調査を実施
した。ヒアリング調査では、「文京ひかりの
里」における交流プログラムの評価、「文京
ひかりの里」における交流プログラムの課題、
「幼老統合施設型交流プログラム」のプログ
ラム開発に向けた展開、を中心に聞き取りを
実施した。 
 
(3) 「幼老統合ケア型世代間交流プログラム」
の検討  
上記の調査の結果をもとに、研究者および
施設職員とともにこれまでの「幼老統合ケア
型世代間交流プログラム」の課題と今後に展
開について議論を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 「文京ひかりの里」施設高齢者に及ぼす
影響 
 本研究では、研究期間中に退居した者
(n=2)、入院をした者(n=1)、死亡した者(n=1)、
データに欠損がある者(n=5)を除く 11名 (男
性=3 名、女性=8 名)を分析対象者とした(平
均年齢 83.73±10.57)。 
DBD 得点（Dementia behavior Disturbance 
Scale）および NPI 得点(Neuropsychiatric 
Inventory)について、表情評価(PAFED) (高
群:n=7/低群:n=4) × 調査時期(6月、11月、
3月)による反復測定分散分析を行った。 
その結果、DBD 得点について交互作用が認
められた(p=0.047)。単純主効果検定を実施し
たところ、表情評価低群において 6月時点よ
りも 11 月および 3 月時点における得点が有
意に低くなっていた(図 1)。一方で、表情評
価高群では変化は認められなかった。 



n % n %

①乳幼児見守り 8 61.5 4 100.0
②乳幼児媒介 5 38.5 0 0.0

③高齢者主体一方向 31 33.0 19 76.0
④高齢者主体双方向 39 41.5 2 8.0
⑤乳幼児主体双方向 24 25.5 4 16.0

⑥スタッフ介入 14 45.2 2 20.0
⑦スタッフ調整 17 54.8 8 80.0

三者関係　(χ2=2.01)

一者関係　(χ2=.2.18)

認知機能高群 認知機能低群

二者関係 　(χ2=15.89**)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1. 「表情評価高群」の変化 
 
 
(2) 「文京ひかりの里」職員に及ぼす影響 
 本研究では、研究期間中に退職した者 8名
および欠損がある者 1 名を除く 9 名(男性=3
名、女性=6名)を分析対象者とした。 
介護負担尺度得点(J_ZBI_8)、認知症の人
に対する態度得点(肯定的な態度/否定的な態
度)、高齢者イメージ得点について、職業歴 
(職業歴 1 年未満:n=4/一般職員:職業歴 2 年
以上:n=4) × 調査時期(6 月、11 月 3 月)に
よる反復測定分散分析を行った。その結果、
認知症の人に対する「肯定的な態度」につい
て、交互作用が認められた(p=0.005)。単純主
効果検定を実施したところ、新人職員におい
て 6月時点、11月時点よりも 3月時点におけ
る得点が有意に高くなっていた(図 2)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2. 「肯定的な態度」の変化 
 
 
(3) 交流日誌に見る施設高齢者と園児との
交流 
『交流日誌』からは、高齢者と園児の関係
性として 7分類が抽出された。それぞれの分
類は、「1者関係(高齢者のみ)」、「2者関係(高
齢者-乳幼児)」、「3 者関係(高齢者-乳幼児-
職員)」に整理された。「1 者関係」には、2
つの小分類(①乳幼児見守りと②乳幼児媒
介)が抽出された。①乳幼児見守りは、乳幼
児の姿を注視する高齢者の行動、②乳幼児媒
介は、乳幼児が遊んでいる姿を見ながら高齢

者同士で会話をする行動を示している。「二
者関係」には、3つの小分類(③高齢者主体一
方向、④高齢者主体双方向、⑤乳幼児主体双
方向)が認められた。③高齢者主体一方向は、
高齢者が一方的に乳幼児に働きかける行動、
②高齢者主体双方向は、高齢者が乳幼児に働
きかけ乳幼児がそれに反応している行動、③
乳幼児主体双方向は、乳幼児が高齢者に働き
かけて高齢者がそれに反応している行動を
それぞれ示している。「三者関係」には、2つ
の小分類(⑥スタッフ介入、⑦スタッフ調整)
が見いだされた。 
高齢者に対する認知機能テスト得点
(MMSE)をもとに、認知機能高群・認知機能低
群に分けた上で、各群別の関係性分類を算出
した。表 2に、認知機能と関係性分類のクロ
ス集計表を示す。関係性別にカイ二乗検定を
行った結果、二者関係において、認知機能低
群では④高齢者主体双方向および⑤乳幼児
主体双方向に関する記述が、認知機能高群よ
りも少ないことが示された。こうした結果か
ら、認知機能が高い高齢者では乳幼児との関
係性が構築される一方で、認知機能が低い高
齢者では関係性が構築されにくく、そのため
スタッフによる介入が重要になる可能性が
示唆された。 

 

表1. 認知機能と関係性分類とのクロス表 

 
 
 
 
 
 

 

 

 
(4) 「幼老統合ケア型世代間交流プログラ
ム」におけるコーディネーターの役割 
高齢者と乳幼児の関係性に関する7分類を
もとに、2013年5月17日(交流日誌の記入日)
から 2014 年 4 月 6 日までの全記述について
内容分析を行った。 
具体的に、認知機能高群および低群に分け、
施設における乳幼児との交流の様子に関す
るエピソードを抽出し、それをもとに保育学
の専門家および施設職員とともに「施設にお
けるコーディネーター役割」を中心に検討を
した。 
関係性の特徴について図示したものを図 3,
図 4 に示す。認知機能高群についてみると、
乳幼児と交流をした記憶が保持されている
ことから、日常的な乳幼児との交流により乳
幼児との親密な交流が生じやすいことが示
された。とりわけ、認知機能高群は、施設職
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員から「乳幼児の世話」役割を与えられるこ
とで、次第に「保育者」として発達を促す役
割を担っていることが明らかにされた。 
認知機能低群では、乳幼児の名前や交流し
た記憶の維持が難しいため関係性が構築さ
れにくいことが示された。とりわけ、認知機
能の低下とともに身体機能の衰えが見られ
る認知機能低群は、乳幼児と交流しようとす
る気力が衰えているため、自然な状態では乳
幼児との親密な関係性が構築されにくいこ
とが示唆された。そのため、場面ごとに職員
が介入をする工夫が重要になることが示さ
れた。 
その一方で、数例ではあるが発症前から子
どもに対して関心を抱いている認知機能低
群には、積極的に乳幼児を見守ったり世話を
したりする場面が認められた。「今、ここで」
乳幼児との交流を楽しんでおり、そこに自ら
の役割を担っている様子が見受けられた。 
以上の知見をもとに、保育士とグループホ
ーム職員との連携により施設高齢者の特性
を把握するとともに、その能力に応じた長期
的に計画する新たなプログラムの形が提案
された。 
 

 

 
 
 
 
 
図 3. 認知機能高群と乳幼児との関係性 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4. 認知機能低群と乳幼児との関係性 
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